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「一 一一 一 一一 一 一一 く理 科 部 会 共 通 研 究 主 題>i

レ 人　 慰 問題解決織 覧驚 要簿 郷 動の研∴i一
急激な社会の変化にともない,児 童を取 り巻 く状況 も著 しく変化 し,受 動的生活態度,人 間

関係の希薄化,自 主性の発達の遅れ等が,児 童の望ま しい人間形成上の問題 とな っている。 し

か し,児 童の情報選択能力や適応能力は,少 しずっ高 まってきていると考える。 これか ら,ま

すます多様化,情 報化 してい く社会の中で,生 涯学習の基礎を培 うという観点か ら,児 童が 自

ら考え,主 体的に判断 し,行 動す ることがで きる力を育成す ることが,学 校教育の重要な課題

となる。

そこで,こ れまで知識の伝達に偏りがちだった教育を反省 し,自 ら学ぶ意欲や思考力,判 断

九 表現力などの能力を重視する新 しい学力観 に立 った教育を創造 してい くことが大切である。

そのたあには,子 供 は本来有能であり,多 様な可能性を秘めているという児童観 に立 ち,そ の

子のよさや可能性が発揮できるような,児 童の側に立 った指導 と評価を一体化 した授業の展開

を図 っていくことが必要である。

理科教育では,「 自然に親 しみ,自 然を愛する心情を育て る」 「問題解決の能力や態度を育

てる」 「科学的な見方や考え方を養 う」 ことをね らいとしている。 しか し,一 部において児童

の問題意識が高ま らないまま,教 師か らの一方的な指導によって形式化 した問題解決の学習が

行われているという現状 もある。 これか らの理科学習では,児 童 自らが自然 に親 しみなが ら,

自分のよさや可能性を発揮 し,主 体的な問題解決の活動を進 めていく必要がある。その過程で,

児童の様 々な資質や能力を高めることが,自 ら考え,主 体的に判断 し,行 動する力の育成にっ

なが ると考 える。

以上のような,学 校教育や理科教育の現状 と課題を踏まえ,新 しい学力観に立 った問題解決

の学習を進 め,そ の中で一人一人の児童に問題解決の能力や態度を育て,科 学的な見方や考え

方を養 っていこうと考え,本 研究主題を設定 した。その中で,「 学習活動の研究」と したのは,

児童を学習の主体者 とし,教 師は,児 童の学習を支援す るという姿勢を大切に していこうと考

えたか らである。

さらに,各 分科会において児童の発達段階を考慮 し,児 童の資質や能力を高めてい くことを

目指 して,児 童を主体と した学習活動のあ り方にっいて,具 体的な単元の学習の中で指導や評

価の工夫を行いなが ら研究を進めてい くこととした。
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〈第3学 年 分 科 会 研 究主 題 〉 一一一 一

i一人一人の児童が身近な自然旛 べ 見いだした問題を興味'獅 をもってi

追究することを通 して 科学的な見方な考え方を養う 学習活動の工夫i

「わたしたちの体をしらべよう」の学習を通して_」

1研 究 主 題 につ い て

児童はこれまで,見 る,作 る,調 べ る,探 す等の体験的な活動を して きている。そ して,そ

れを言葉,絵 動作化等で,積 極的に表現す る態度が見 られ るようにな ってきている。 また,

動物や植物を育てることにも関心,意 欲が高 まり,そ こか ら新 しい発見や感動を体験 し,人 間

を含めた自然に知的好奇心を示 し始めてきている。

そこで,こ のよ うな実態を踏まえ,今 まであまり意識 していなか った自分の体のっ くりや働

きを調べ る活動の中で,驚 きや疑問から問題を見いだ し,そ の問題を解決 して いくことを通 し

て,人 の体にはきまった働 きがあ り,そ の働きに都合のよいっ くりを していることに気付かせ

たい。

また,児 童のよさを認める評価を行い,一 人一人の願 いを生かす学習活動を工夫 してい くと

ともに,自 分を含めた自然を大切にするとい う態度を育て ることをね らい として,上 記の研究

主題を設定 した。

ll研 究 の 内 容

1研 究の仮説

(1)人 の体のっ くりや働きについて,児 童自 らが問題を見いだせるような事象提示の工夫を

すれば,一 人一人の児童が興味 ・関心 を もって意欲的に学習活動 に取 り組むであろう。

② 児童一人一人の見方や考え方が生かせ るような教材 ・教具を工夫すれば,児 童 自らの問

題 として追究 していくであろ う。

(3?人 と他の動物を比較 したり,関 係付けて考えたりで きるような学習過程を工夫すれば,

人の体 にっいての科学的な見方や考え方は深まって い くであろう。

2単 元について

児童 は,こ れまで,自 分の成長をふ り返 った り,身 近 な生 き物を育てた りして きている。 し

か し,自 分の体のっ くりや働 きについて,問 題をもった り,調 べたりした経験 は少ない。

そこで,本 単元では,自 分の体に触れたり,ウ サギ等の身近な動物と比較 した りして,目,

耳,皮 膚等の働きや体の動 きを調べ る活動を通 して,自 分の体に対 して,感 動や驚 きを もたせ

人の体のっ くりや働 きには,決 まった特徴があ ることをとらえさせるようにする。
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3指 導計画(活 動の流れ)〈10時 間扱い〉
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方向を当てる。

(イ)耳 の形作 り……耳 は音を集めるのに都合のよい形を していると

いうことをとらえるために,身 近な材料を持ち寄 り,自 分の計画

に従 い,よ く聞 こえる耳の形を作 る。

(ウ)手探 りウォー一クラ リー……皮膚の働きをとらえるために,手 触

りの違 う物を入れたブラックボ ックスを数個用意 し,ウ ォー クラ

リー形式で物 当てをす る。

(エ)な わとび人形作 り・…・・骨や筋肉の働 きをとらえるために,可 変

性芯材を人の形に し,体 の曲が る所や回 る所 などに気を付けなが

ら,自 由に操作 し,跳 んでいる時の様子の人形を作る。

③ 学習指導過程の工夫

人の体にっいて学んだ後で,ウ サギの体のっ くりや働 きを調べる

活動を取 り入れた ことで,人 と動物の体のっ くりや働 きを比較 し,

体にっいての科学的な見方や考え方を深めさせ ることができた。

(2)評 価の工夫

① 児童の行動分析

4指 導の手だてと評価の工夫

(1)指 導の手だて

① 事象提示の工夫

なわ とびを使 った導入の活動の中で,体 のどこをどのよ うに使 っていたかをふ り返 らせ,

上手 に跳ぶためには,体 の各部分を どのように使えばよいか考え させた。例えば,二 つの目

で しっかり見る。一つの目では跳 びに くい等の問題を見つけられるようにした。

また,等 身大の人の絵に気付いた ことや自分の意見をいつで も書 き込めるよ うに し,常 時

掲示 してお くことで意識を連続 させ,各 器官のっ くりや働 きについて追究で きるように した。

② 教材や教具の工夫

意欲的な問題追究を促すたあに,身 の回 りにある物を使 って,以 下のような具体的な体験

がで きるような教材や教具等を工夫 した。

(ア)音 探 しゲーム……耳の働 きをとらえるために,体 育館中央に児

童が集まり,四 方から トライアングル,鈴 等で小 さな音を出 し,
50セ ンチ

(手の部分)

60セ ン チ

(頭,胴 体 の 部 分)

組み 合わせ 部分 を
モ ー ルを まいて と

あ る(両 脇2本)

な わ と び 入 形

目標への到達状況,児 童のよさやっまず きを見取るため,行 動観察カー ドを用い,毎 時間

5



4～5人 を対象 に,重 点 目標 にそって,言 葉や動作等印象 に残 ったことを記録,分 析する。

② 記録分析 ・作品分析

児童の関心 ・意欲や思考力,知 識等を見取 るために,観 察カー ド・学習カー ドや耳の形作

り,な わ とび人形等の作品を分析す る。

③ 自己評価

「よくできた,楽 しかった,あ ま りで きなかった,楽 しくなった」という項 目と感想欄を

設けた自己評価 カー ドを作成 し,自 己評価 させ るとともに,毎 時間の児童の満足度,つ まず

きを見取 り,指 導や支援 に役立てた。

ICI研 究 の ま と め

1研 究の成果

{1)な わ とびか ら導入 したことで,普 段無意識に使 っている体の各器官 についての問題意識

をもたせ ることがで きた。

{2)児 童から出された意見を,等 身大の人の絵に書 き込み,学 習期間中,常 に掲示 しておい

たことによって,導 入時にもった体の器官 にっいての疑問を一つ一つ調べていこうとし,

問題意識を連続 させることができた。

(3)耳 の形作 り,音 探 しゲーム,手 探 りウォークラリー,な わとび人形等 一人一人の見方

や考え方を生かすような教材 ・教具を工夫 したことによ り,体 感を通 して体のっ くりや働

きについて追究することがで きた。中で も手探 りウォー クラリーは,自 分たちで中身を工

夫す ることがで き,楽 しい学習活動に発展 していった。

(4)体 についての新聞づ くりの活動を取 り入れた ことで,互 いに情報交換 し,自 分の考えを

発展,修 正す ることがで き,今 まで無意識だった自分の体にっいての意識が深まった。 さ

らに,当 た り前と考えていた自然 に,積 極的に問いかけよ うとする態度や,同 じ自然の中

で生 きて いく動物を,か わいが りたいという態度が見 られるようにな った。

2今 後の課題

(1)感 覚器官,運 動器官のどちらか ら調べてい くかr児 童の実態に合わせた柔軟性のある指

導計画の検討

② 体や他の動物,植 物の学習単元を一体化 させた指導計画の工夫

{3}音 や光の単元 との結び付 きを考えた学習展開の工夫
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〈第4学 年 分 科 会 研 究 主 題 〉

一人一人の児童が自然に親しみ 興味 ・関心をもって 問題を見いだし

追究することを通 して 科学的な見方や考え方を養う 学習活動の工夫

「水のすがたとゆくえ」の学習を通して

暦 研 究主 題 につ いて

体験 によって見 いだ した事実と事実を結び付けた り,関 係付けた りして,自 然の事物 ・現象

を因果関係で とらえ られるようになって くる児童の発達段階を踏 まえ,次 の点を研究のね らい

と した。

1.児 童一人一人のよさ(発 想 ・思い ・願い)を 生か した学習活動をどう構想 していくか。

2.学 習活動の中で,教 師は,児 童に,ど う支援や援助を していくか。

3.関 連するBC区 分の内容を総合的に取 り扱 い,児 童の主体的な問題解決活動をどう進 め

るか。

以上のね らいを達成するために,上 記の分科会研究主題を設定 し,以 下の3っ の視点か ら学

習活動の工夫を図 ってい こうと考えた。

(1}生 活の中か ら自然事象の 「水」に直接触れさせ,意 識化 させる方法を工夫 し,興 味 ・関

心 にまで高めてい くような活動

(2}水 の蒸発を気化 と結露を もとに一人一人検証 させ,筋 道を立てて考えた り,判 断 した り

する能力や態度が育 っていくような活動

(3)「 水 と水蒸気jr水 と氷」で養われた見方や考え方を気象の変化に当てはめ,水 の状態

変化についての実証性や客観性のあ る総合的な見方や考え方を体得 していくような活動

これ らの工夫を図ることにより,下 記のような児童を育てて いきたいと考えた。

① 今まで漠然 と見過 ごしていた生活の中の自然現象に目を向け,生 活の中か ら見いだ した

問題に興味 ・関心を もって追究す る児童

② 今まで個々に見ていた生活の中の現象を,一 つ一一っ関係付 けられるような見方や考え方

がで きる児童

ll研 究 の 内 容

1研 究の仮説

一人一人の児童のよさを生か した学習活動を構想 し,支 援を してい くな らば,興 味 ・関

心を もって問題を追究する能力や態度及び科学的な見方や考え方が育て られるであろう。

7



本分科会では,共 通研究主題を受けて 「一人一人の児童は有能である」ことか ら,一一人一人

のよさを生かす ことに着 目 し,児 童の発想 ・思い ・願 いをできるだけ多 く学習活動の中に受け

入れていくことが,一 人一人のよさを生かす ことととらえた。また,児 童の発想 ・思 い ・願 い

を 「よさ」 ととらえることによ り,児 童の関心 ・意欲 ・態度の評価 も可能 となると考えた。

そこで,児 童の 自己実現が図 られ,成 就感を もちなが ら主体的な問題解決活動を進めて いけ

るようにす るために,次 の ことに重点を置 き研究を進あた。

(1)一 人一人の児童のよさを生か した学習活動を構想するとは,児 童の実態把握 ・学習素材や

学習形態を十分検討 し,豊 かな思考の流れが展開 されるような活動を設定す ること。

(2)一 一人一人の児童のよさを生か した学習活動を支援するとは,実 際の学習の中で児童の発想

思い ・願いをで きるだけ多 く肯定的に受け入れ,児 童のすべてを認める教師の姿勢 を基本に

据えること。さらに一一人一人が集団の中に埋没 されることな く温かい人間関係の中で多様な

発想や活動を行い,自 己の変容に互いに気付けるよ う働 きかけていくこと。

一!学翫 動の劇 ト 豊かな思考の流れカく展開されるような活動の設定

児 よ ・・[コ児童の実態把握(個 のよさの引き出 し ・生かす計画 ・場の設定)

童 さ
一 を … 囲学習素材の選定(同 質 ・異質)(共 通 ・個別 ・特定等)

人 生 一

一 か ・・[3]学習形 態の選 定(個 ・グル ー プ ・全体)(単 線 ・複線等)

人 す
の ・・囚学習過程の位置付け(問 題をとらえる ・追究す る ・まとめる)

引
{
学習活動の支援 一 様々な思考を肯定的に温か く受入れ互いに認め合わす

・・團集団の中に個を埋没 させない(情 報交換 集約
,表 現の工夫等)

… 囹個の多様な発想 ・活動の促進(方 法的指示,考 える場の保障等)

・・m個 が 自己の変容に気付ける(掲 示,板 書,記 録,カ ー ドの工夫等)

2単 元について

教材 として扱 う素材は,児 童にとって氷 ・水等身近な ものであ り,一 人一人の発想を生か し

た活動が容易にで き,よ さを生か した学習活動 も工夫 しやすい。 また,一 人一人の思考の流れ

も連続 していきやす く,身 の回りか ら自然界全体の水の状態変化に対す る見方や考え方へ と広

げさせていくことができ,4年 生と しての 自然を見る目も養われ ると考えた。

児童の実態をみると,水 の状態変化は最 も身近な ものであ るだけにとらえ方が浅 く,そ れぞ

れの現象を関係付けるまでには至っていない。また,実 際に自分一人で追究 していく経験が少

ない。そこで,一 人一人に身近な温度の違いによる水の状態変化の現象に十分目を向けさせ,

追究 し,意 識化を図 ってい くように した。そ して,個 々に独立 した ものと してみていた水 ・氷
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・水蒸気 ・雪 ・霧 ・霜 ・雨 ・雲等の自然現象を,水 の状態変化 として一っ一つ関係付けられる

ような見方や考え方がで きるよう単元構成を考えて いくことに した。

内容の扱い としては,学 習内容を精選 し,B区 分 とC区 分の2単 元を1単 元に統合 してとら

え るように した。C区 分の内容に関わる事象 〔自然蒸発〕の観察 とその考察を通 して,水 の状

態変化に興味 ・関心を もたせ,問 題を焦点化 した上でB区 分の内容の水の状態変化 〔水の三態〕

を学習 し,そ こで得た科学的な見方や考え方を もとに,さ らに,自 然事象の問題 に挑戦 させて

い くという展開を考えた。

指導に当たっては,児 童にとって 「目に見えない ものは,消 えて しまっている」 という見方

に陥 りがちな水の 「蒸発」という現象をいかにとらえ させるのかが問題であ り,「 蒸発 」とい

う現象を 「気化 と結露 を通 して検証で きるものである」という考えに立ち,一 つ一一つの見方や

考え方を身に付 けることによって水の 「自然蒸発」とい う現象にまで結 び付けていきたい。

このように,自 然事象を常に念頭に置きなが ら観察 ・実験を行い、そこで得 られた事実のっ

なが りに対す る見方や考え方が自然事象の理解に活用 されて,予 想を立てたり論理付 けしたり

する際の力 となっていけば,児 童の主体的な学習活動を進めることができると考える。

3指 導計画(活 動の流れ ・全17時 間)

①②C区 分の自然蒸発の

事象提示による疑問や願い

③④B区 分の加熱沸騰 【畢 】の追究

⑤B区 分の水蒸気冷却 【結露】の追究=ひ「
… ・・… …

⑧⑨C区 分の自然蒸発の検証

⑩蒸発 〔自然 ・加熱〕のまとあ

指導の手だてと評価の工夫

il)指 導の手だて

生活の中か ら自然事象

の 「水」に直接触れさ

せ意識化 させる手だて

●児童の実態把握によって,

個のよさを生かす場を設け,

学習素材や形態の選定を工夫

第水自

蒸然

気現

次と象

⑪C区 分の霜 ・氷の提示から

生まれる疑問や願い

⑭⑮水蒸気と気象現象の結び付きの推論と調査1

⑰水蒸気と気象現象の結び付きのまとめ

水の蒸発を気化と結露

を もとに一つ一つ検証

させ追究させる手だて

●思考が連続する学習過程を

組み,情 報交換の工夫をし,

方法的指示で考える場を保障

第一 ・二次で養われた見

方や考え方を気象の変化

に当てはあさせる手だて

●映像資料を利用して,情 報の

集約や表現の工夫を し,掲 示や

板書や学習カー ドを活用
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② 評価の工夫

① 目的 ・児童一人一人が さらによさを生か して意欲的に学習で きるようにす る。

・教師がさらに学習活動や支援の改善を図 っていけるようにす る。

②内容 ・児童にとって個々のよさを認め るもの,個 々が よさに気付けるもの。

・教師にとって学習活動や支援を改善す る視点が明 らかになるような もの。

③方法 「よさを生かすための評価」と 「見方や考え方を養 うための評価」の2つ の側面

か ら,観 点別評価基準を作 り,学 習活動計画の中で具体的に位置付け実施す る。

m研 究 の ま とめ

1研 究の成果 ・

ω 一人一人のよさを生かすためには,一 人一人のよさを知 らなければな らない。それ は

一人一人を認めることにっなが る。そこか ら初 めて児童の主体的な活動が始 まってい く

ということが明 らかになった。

{2)教 師の演示による加熱の実験を,安 全に十分配慮 し,児 童一人一入が行 うことによっ

て,実 験技能の高 まりが見 られた。

(3)一 人一人の思いや願いを生かす とい うことによって,意 欲が高まり,一 人一人の実験

器具等を扱 って調べたいという思いは,問 題解決活動の展開の上で役立 った。

(4)た だ見せるとい うだけの映像資料の活用 は,児 童の主体的な学習にはっなが りに くい。

児童の発想を生か した映像の活用を工夫することによって、自然の気象現象についてわ

かりやす くとらえることができた。

2.今 後の課題

{1)BC区 分の単元の統合を図 った結果,蒸 発を気化 と結露の検証を通 してお さえ るため

に自然蒸発の導入の方法が一っに限 られて しまったが,さ らに工夫す る必要がある。

(2)第 一次 「水 と水蒸気 」の中で,加 熱沸騰す ると水蒸気にな り,い ったん冷えてゆげと

な って,再 び水蒸気 にもどって空気中に出ていく現象を一度に認識す ることが非常 に難

しい。 ゆげが冷えたためにまた水蒸気に戻 るという錯覚に陥 りがちである。 これ は,ゆ

げが自然蒸発 していて も児童の頭の中には加熱蒸発の見方 しかないためであ って,そ の

扱いにあたっては,さ らに研究 してい く余地がある。

(3}4年 生の児童の発達段階かちすると,水 の状態変化 と気象現象を結び付 けて考 えるこ

とは難 しい面がある。 したが って今後 はs5年 生の学習 「天気の変化」の前段階で も水

蒸気を位置付ける等,単 元内容の扱 いにっいては慎重 に考えてい く必要があ る。

一1U-一



〈第5学 年A分 科会 研 究主 題 〉

一人一人の児童が問題をとらえ,意 欲的に追究することを通 して

科学的な見方や考え方を養 う 学習活動の工夫

「ものの とけかた」の学習を通 して

1研 究 主題 につ い て

日常生活の中で食塩や砂糖を水や湯に溶かす ことは,多 くの児童が経験 している。 しか し,

「とける」とい う言葉を融解や溶解,物 が混 ざることと混同 して使 っていることが多い。また,

物を溶かす ことに興味をもっていて も,物 が溶 けるということがどうい うことなのかをあまり

意識 していない。

物の溶け方の学習 は,何 回で も繰 り返 し試み ることがで き,量 を変えてその変化を調べるこ

とが容易にで きるよさがある。 この学習を通 して,水 の温度 や量などの条件を整えて観察や実

験を行 う能力を高め ることがで きる。また,自 分の考えた方法で観察や実験を してみたいとい

う意欲 も育て ることがで きる。

そ こで,興 味 ・関心 を高めるような事象提示を行い,児 童の願 いを生かせ るような学習過程

の工夫をす る。 さらに一人一人の児童の活動や考えを見取 り,支 援す ることにより,意 欲的に

学習活動が行われ,科 学的な見方や考え方を養 うことがで きると考えた。

ll研 究 の 内 容

1研 究の仮説

{1)児 童の経験や興味 ・関心を考慮 した事象提示を行い,児 童の考えや気持ちを大切に しな

が ら溶け方の追究活動を繰 り返せば,児 童 は問題を とらえ,意 欲的に追究で きるだろう。

{2)一 人一人の児童が 自らの力で課題を解決できるような学習過程や,事 象を調べてい く方

法を身 に付けるよ うな手だてを工夫すれば,児 童 は生 き生 きと学習 し,物 の溶け方に対す

る自分な りの科学的な見方や考え方が養われるであろう。

2単 元について

ここでは ①物を水 に溶か したとき物が水に溶ける量 には限界があること ②溶 けたときの

重 さは変わ らない こと ③物により溶け方の違 いがあること ④水溶液の水を蒸発させると溶

けていた物が出て くることなど、物が水に溶けるときの規則性についての見方や考え方を養い

たい。また,物 が水に溶けて見えな くな って も水の中に含まれていることを,一 人一人が自分

で解決 し,表 現できるよ うにするたあに,学 習の過程や支援の方法を工夫 した。
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3指 導計画(活 動の流れ)〈15時 間扱い〉

溶け る物に よ っ

て溶 ける量や 溶

け方 にちが いが

あ る。

食塩 はホ ウ酸 と

はちがい、 温度

を高 くして もあ

ま り洛 けない。

ろ液に も、そ の

温度で 溶 ける分
のホ ウ酸 が溶 け

て いる。

*溶 液 を蒸発 さ

せ る と、水 だけ

が薫発 し、溶 け
て いた もの が出

て くる。

温 度が下 がる と
その温度 では溶

けてい られな く
な った ものが 出

て くる。

水の量 や温度 と
ホ ウ酸 の溶け る

貴に は決 まりが

あ る。

ホ ウ酸 は、水 の

温度 を高 くす る

とよ く溶 けるo

溶ける童には隈
界がある。

ホ ウ酸は、水 に

とけに くい。

溶 けた ものの重

さは、見 えな く
なって もその ま

ま残 る。

科
学
的
な
見
方
や
考
え

的

目

標

評
価
輝
準

6

敏

慶

聞

書
5
●
零

σ
†
鉱

毒
り

幽
『

凸
町
■
5

ホ ウ酸 の とけ方(8時罠)

i教 一,材 …..豊..i数.黒.i

い ろいろ な物 の とけ方(5龍) 実 験 した ことをま とめよ う(2鯛)

自
動
上

皿
ば
か
り

・各自の計画に

対応 した実験

器具や材料

・食塩

・メ ス シリンダ ー

・電熱 器

・温度 計

・氷

・ろ うと

・ろ紙

・ろ うと台

・蒸発皿

・電熱器

・上凪 てんびん

・メス シリ ンダ ー

・電熱 器

・温度 計

14・15略
・学 習 した こと(物 が水 に溶 けるこ と)を 絵本 や

新 聞な どでま とめ、発表 す る。

1112

13A
・既 習の経験 を生か し、 いろい ろな物の とけ方 に
つ いて観察 ・実験 を しなが ら学 習を進 め、結果

を考察 す る。

9・

10時
・決 まっ た量 の水に 溶け る食塩の 量が、 温度 に
よって どう変化す るか を調べ る。

・鈷果 を ホウ酸の場 合 と比 較 して考 える。

・もっ と調 べた い ことの 計画 を立 て る。

食塩も、温度によって

渚ける量が変わるだろうか

り
く
め
夫

か
す
と

工

わ
や
ま

る

・願い壱生かすた

めの、実験の仕

方や結果のまと
め方への助言や

支援
・安全面への配慮

・ろ液 について 自分の考 え を発 表 し、話 し合 ・一 人一人 で実験 す る次の

いをす る。 活 動へ のス テ ヲブの工 夫
・自分 の考えを もとに して に、 ろ液につ いて

実験 を して追 究す る。

ろ液は、昔適の水なのだろうか

・ろ過 した り、水 を蒸 発 させた り して、 溶け

て いたホ ウ酸を取 り出す。
・水 の量 と溶け るホ ウ酸の 量 との関係 にっい

て考察す る。

4・5時
・決 まった量の 水に溶 け るホウ酸の量 が、温

度 によ ってど う変化 するかを調 べ るD
・結 果を表 や グラ フに ま とめ 「ふ しぎな水」

の しくみを考察 す るA

温めると荊え、

冷やす と出て くるのはなぜ

・メス シリンダ ーの取 扱 い方 を学 習す る。

・ホ ウ酸を水 に溶か し、工夫 して 「ふ しぎな
水」 を作 る。

・ 「ふ しぎな水」作 りを通 して、 と らえ た問
題 を発表す る。

「ふ しぎな水」 を作 ってみた い

「ふ しぎな水」 の事象提示 を見 る。

「ふ しぎな水」 を冷や した り、温 め た りし

て、 ホ ウ酸が析 出 した り、溶 けた りす る様

子 を観察 す る。
・ホ ウ酸が 溶け たと きと、 析出 した ときで は

全体 の重 さが変化 す るか 調べ る。

・量 的変化 に目を むけ るよ うに 、個に

応 じた擾助 ・助 言
。器 具使 い方カ ー ド

正 しい実 験操 作の 習熟
・ワ ークシ ー ト

個の能 力に応 じた媛肋

・学習 の方向 と見通 しを持 たせ る活動

・一人一人 の考 えや表現 を

次の学 習に生 かす工夫

「わか ったこ と」 「次に や りたい こと」 をカ
ー ド記述 によ る発表

「ふ しぎな水」

501・50℃ の水に ホ ウ酸

48を 溶か した もの

・興味を持たせる事象提示

(水の入った試験管と
比較 しなが ら観察する)

②ふしぎな水に関心を持ち、意欲的に自分で も作ろうとす る。

③ふしぎな水作りから問題を ⑪⑫見通 しをもって自分なりの計画を ⑭⑮実験結果を多 くの人に
見いだそうとす る。 立て、意欲的に実験に取り組む。 に知らせようとする。

⑤温 度 ととけ る量 の関係 か ら、 ふ しぎな水 の しくみを考 える。

⑦ 温度 に よって溶 ける量 が決 ま って いるので 、 ろ液 に も少 しは溶 けて いる と考 え る

⑧温 度を下 げた りw水 を蒸 発 さぜ ると溶 けて いた ものが出 て くる と考 え る。

④⑨ 量 や温 度を 測定 しなが ら、 安全 に実験 し、結 果を表 やグ ラフに

ま とめ ることがで き る。

⑥ ろ過 した り、蒸発 させ た りして 、溶 けてい た ものを取 り出す ことがで きる。

①物が水 に溶 けて も ⑥ 水溶 液を蒸 発 させ る と溶 け ていた ものが水 と分か れて出 て くることが わか る。

全体 の重 さは変わ ⑩物 が氷に 溶け る量 には唄度が あ るこ とがわ か る。

らない ことが わか る。 ⑬ 物 の溶 け方 は、種穎 に よってちが いが ある ことがわ か る。

一12一



4指 導の手立てと評価の工夫

(1)指 導の手だて

ア 指導過程の工夫……物が水に溶けることについて興味 ・関心を もち,水 温 と溶 けるホウ

酸の量 との関係 にっいての視点を もたせるために,50℃ の飽和ホ ウ酸水を約15℃ と60℃ の

水に出 し入れすることでホウ酸が析出 したり溶けた りす る事象を観察させた。 また,一 次

7時 までは,器 具の扱 いなど一人一人の技能面を高めることもあ り,共 通な視点を もって

学級全体やグループで問題解決を行 った。一次8時 以後は,一 人一人の多様な考えを生か

すために,前 時までの経験を もとにして個別に問題を追究す るよ うに した。

イ 実験器具の工夫……児童が ホウ酸水の温度の高低 による析出や溶ける様子を見やすいよ

うに,事 象掲示の際に直径30mmの 試験管を使用 した。また,温 度による物の溶ける量の違

いを追究する場面で は,児 童が水温を一定に保っのを容易にす るとともに,安 全性 にも配

慮 して加熱器具 として電熱器を使用 した。

ウ ー人一人 に応 じた支援の工夫……上皿天びん ・メスシ リンダー ・ろうとなどの使 い方を

書いた 「器具使 い方カー ド」を作成 し,一 人一人の児童の学習状況に応 じられるように し

た。また,水 温 と溶ける物の量 との関係がまとめ られるような ワークシー トを工夫 した。

(2)評 価の工夫

ア 児童の ワークシー トに記述 された予想や結果などか ら,一 人一人の見方や考え方の変容

を読み取 るとともに,次 の学習活動を支援するような言葉を書 き入れるよ うに した。

イ 学習内容の定着を診断するために,短 時間で容易に解答できる設問をワークシー トに適

宜組み入れた。

ウ 指導計画に合わせて評価規準(前 頁活動の流れ ・具体的 目標①～⑮)を 作成 した。

lll研 究 の ま とめ

1研 究の成果

ア 事象掲示を工夫することによ り,「 ふ しぎな水を作 りたい」という願いを強 くもち,不

思議な水作 りを通 して,温 度 と溶ける量 との関係 に注 目す ることがで きた。

イ 操作が簡単で安全な実験器具を使用 し,器 具使 い方カー ドや ワークシー トを準備するこ

とにより,児 童が 「自分の力でで きる」 とい う自信をもち意欲的に実験に取 り組めた。

2今 後の課題

・児童一人一人のよさを生か した問題解決の過程における支援 と評価のあり方

・融解,溶 解,混 ざるの事象を区別で きるような活動のあり方
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〈第5学 年B分 科会研究主題〉一一_

一人一人の児童が自ら問題を追究 し 活動の楽 しさや問題解決の喜びを味わい1

科学的な見方や考え方を養う 学習活動の工夫

「物の運動」の学習 を通 して

1研 究主 題 につ い て

児童 は,自 然の事物 ・現象に対 して驚 きや疑問を もった時,進 んで調べようとす る態度が生

まれて くる。 しか し,そ れなりの動機付けがなければ,身 近な事象であって も何気な く見過 ご

して しま うことも多い。例えば ふ りこや衝突の現象を児童 は,ブ ランコやのぼ り綱,ド ッジ

ボ`.ル,お はじき等の遊びの中で体験 しているが,「 ふ りこの周期 と糸の長 さ」の関係や,

「衝突の力とぶつかる物の重 さや速 さ」の関係にっいて気付 くことは少ない。

そこで,こ のよ うな児童の実態を踏まえ,本 分科会では学習の導入段階で,ふ りこを使 った

お もちゃを児童一人一人 に作 らせ ることにより,ふ りこの動 きに対す る関心を高め,問 題を と

らえやす くできるように した。 また,活 動の楽 しさや問題解決の喜びを味わえるような学習展

開を工夫す ることにより,児 童一人一人が 自ら問題 を追究 してい くことがで き,そ れ らを通 し

て科学的な見方や考え方が養われ ると考え研究主題 を設定 し,日 常生活の中の自然現象をよ り

科学的に見た り考えたりすることのできる児童を目指すように した。

Il研 究 の 内 容

1研 究の仮説

① 身近な材料を生か したお もちゃ作 りな どの活動か ら導入すれば 自分のよさに気付 き,意

欲的に学習 しなが らそれぞれのよさを更に伸ば してい くことがで きるであろう。

② お もちゃの動 きを比べ るなど問題をとらえやす くし,児 童の願いを生か した展開をすれば,

進んで問題を追究 し,活 動の楽 しさや問題解決の喜びを味わうことがで きるであろう。

③ 学習 したことを基に,お もちゃ作 りなど発展的な活動 をすれば,物 の運動やそれに伴 う変

化の規則性にっいての科学的な見方や考え方が更に深 まるであろう。

2 単元について

「(霧轡
・の ぼ り綱
・空 中 ブラ ンコ

な ど

(衝 突)
・ドッジボール

・お は じき

・野球 など

園
化
に
着
目

i・ ふ り このお もりが
1往復する時間は,
糸の長さによって変わる。一

・条件統一

本 単 元
・より正確な測定へ

[≒講鐵 媒 画
お もちゃ作 りなどの学習に
生かす。

膜轡羅 一
一14一



3指 導計画(活 動の流れ)〈16時 間扱い〉

創学習 してきたこと

を生かしなが ら、発

想且か に楽 しくお も
ちゃ作 りに取 り紐む

ことがで きる・

●ぷっか るおもりの

皿 さ辿 さと、 ものの
とぷ馳離との欄係に
ついて、韮俳的に実

験を行い、結果を裏
などに整理 し、推論

す ることができる.

●ぷっかるお もりの

重さ遡さと、 ものの

とぷ距離との関係に

問題 を見いだ し、進
んで調べようとする

ことができる.

●マ ッチ緬を迎 くに

と{fす た1めに、ふり
この条件に葛 目しな

が ら、数多 くの方法

をDこ とがで きる

●ふりこの一往復す

る時欄を変えるため
の条件について、主

体的に実験を行い、

結果を裂やダラフに
整理 し、推論するこ
とができる.

●ふ りこの糸の長 さ
・おもりの亜さ ・娠

れ幅と、お もちゃの
動 きの速さとの腿係

に隅樋 を見いだ し、

韮んで調べようとす

ることができる。

O友 達のお もちゃと

此較 することによ1)

、勤 く速さのちがい

にxlつ くことができ

る・

●臼分が予想した緬

りの勤きになるよう
に、工夫 しながらお
もちゃを作ることが
できる

●ふ りこのお もりの

動きを槻察 し、進ん
で楽 しいおもち ゃを

考えることができる

自然に対する
関心 ・態度

及び
1農腿堺 決

の能力

科学的な
見方や考え方

〒
梛

作も四
りち次

凱

三
次

つ
か

る
お

も

り

の
は

た

ら
き

1教構

欲
劃

劉

-
簗

二

ふ
り

こ

お もちゃ作りの材料

衝突突験器川辱4料
(カーテ ンレール ・同微で比煎の

災なる疎数稗 ・砂を敷いた箱}

i紙 大のグラフ用紙
シール(グ ラフに貼る)

検証記録川の ワークシー ト

蝿tふりこ ・マ ヲチ箱

球休 ・カーテ ンレール

予想記踏Illのワークシー ト

鱗ふ りこ ・マヲチ範

ふりこ契験欝

ス トップウォッチ

模遣紙大のグラフ川紙U

シール 〔グラフに貼る)

榔 正記録川のワーク シー ト

の
ト

器欝

記録川の
ワークシー ト

ー

第

ふ

り

こ

糞
ち

争
作

り

O

紙

ブ

H

ツ

リ

リ作

リ

も

エ

ク

糸

お

ふ りこやぶっか るお もりのはたらきを

秘 闘して、お もちゃを作ろう。

鋸Il5,16駅 『

もう一度 おもちゃを作ってみた
いe

お もりの岨さやぶつけるはやさを

変えて謁べてみよう.

第12.13。14■ ξ

どうすオUfも っと遼 くに

とばすことができるのだろう.

謬}ぺる方法 を工夫 しよう.

第i1時

もっと遼 くへとば してみたい.

他のもの もとば してみたい.

ふ りこを使 って、マ ヲチ範を

とば してみよう。

郎10時

ふ りこを僅って、ほかにもいろ

いろ迦んでみたい.

ふりこの→ 正復する闇 罰を
測りたい.

どう##uf.お もちゃの動きのはやさを

お もちゃの動 くはや さが ちがうの

は、なぜだろう。

お もち ゃの動きを比べよう・

第4時

もうと動 きを大きくしたい・長
い時1趾スムーズに動か した い.

ふりこを使 った動 くお もち争を作ろ う.

節2.3時

予想晒 りの勤 きになるような、

楽 しいおもちゃを作りたい。

ふりこを使 ったお もち4を 工夫 しよ う.

簗1時

①学晋活勤の工夫
●発想を生かしたおもちゃ作り

6時 ●意欲が継続できるような学習
の流れ
●面叩な測定から正確な測定へ

②個に応じた指導の工夫
●質料や具休物の提示
●災験岩具の臼作
●精胤交懊のしやすい学習形態
●ワークシートの活川
●駁いを生かす場の設足

単ふりこ

設pl'図用ワークシー ト

◇お もち 中の見本

おもち ゃ作 りの喪料

③教材 ・教具の工夫
●箆屡口に短時間に製作できる実験器具
●正確な測定を行うための的確な器具

国
①行動分析(発 言 ・っぷや

き ・契験 ・作業)

②記録 ・作品分析(お もち

や ・婁験の記録)

③ 自己 ・桁互評価(ワ ーク
シー ト)

■おもちゃの

動きは、ふ り

この振れを利

川 している。

●おもちゃの ●お もちrの ●ふ りこの一

動きの速 さct,動 きの速さの 往御す る時旧

ふりこの糸の ちがいは、ふ は、糸の長さ

長さ ・おもり りこの一往復 によ って変わ
の亜さ ・振れ す る時開を測 る。

幅に関係があ 定することに

る。 よ り、調べ る

ことができる・

●マッチ箱の

とぶ距離は、

ふりこの糸の

長さ ・おもり
の亜さ ・振れ

幅に関係があ

る●

●もののとぷ ●ぶつかるお

距離は、ぷっ もりのはたら

かるお もりの きは、お もり

煎さや速さに の頭さや動 く

関係がある。 速 さによって

変わ る。
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4指 導の手だてと評価の工夫(図i)一

(1?導 入の工夫 懲 灘

一人一人の児童にお もち ゃを作 らせ
,動 か し方を工夫させ ることに

よ り,ふ りこの1往 復す る時間と,そ れを変え る条件を身近な問題 と

して とらえ ることがで きる。 ノ おもリ
スタンド

(2}教 材 ・教具の工夫

児童が簡単に操作で き,よ り正確に測定できる実験器具を考えた。例えばJ角 度板と して身

近にある大型分度器をスタンドに固定 して使う(図1)。 材料 と して手 に入 りやす く,簡 単 に

曲げ られ るアル ミ製のカーテンレールをスタ ン ドで支えて置 く。衝突 したお もりの着地点を明

確にす るために}ぬ れた砂を入れたバ ットを置 く(図2)。(図3)

(図2)
アルミ製のか テンレール/

スタン ド

砂`オ こにぬ らす)

を入れたパット3種 類 の傾 き(15.30篭45.)

2顧 煩 の 艮 さ(1m.2m)

,た.

{3)評価の工夫 〔叢 ⊇嚢 駆 赴摺 粋 釈魯 漸 贈 矧

児童の意欲を高め,教 師が行 う評価の捕助 と して自己評価や相互評価を取 り入れて,児 童一

人一人のよさを認 め,励 ます ことにす る(図3)。

lll研 究 の ま と め

1研 究の成果

ω ふ りこを使 ったお もちゃ作 りか ら導入 し,そ の動 きを比べ させ たことは,児 童自らお もち

ゃの動 く速 さの違いに気付 き,問 題をとらえたことから考えて,適 切であ ったといえる。

② 児童の願いを生か しなが ら,問 題解決への必然性をもたせた ことは,見 通 しを もち,自 ら

進んで問題を追究することにっなが った。

⑧ ふ りこと衝突の学習の終わ りに再びお もちゃ作 りなどを させることにより,児 童がふ りこ

の糸の長 さやお もりの重 さ ・速 さに着 目で き,日 常生活の中でのふ りこや衝突の現象 と関係

付けて考えることができた。

2今 後の課題

(1)児 童の願いや考えを生か した,ふ りこや衝突の実験の方法 ・器具や学習展開の工夫を更に

行 う。

② 児童の 自己評価や相互評価を今後の指導にどのよ うに生かすか,更 に追究 していく。
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〈第6学 年A分 科 会 研 究 主 題 〉

児童一人一人が 自分の願いを大切 にし

科学的な見方や考え方を深める学習活動の工夫

「人 とかんきょう」の学習を通 して

1分 科 会 研 究 主 題 に つ い て

児童は興味や関心のある自然の事象に接 したとき,「 知 りたい」 「や ってみたい」など様々

な願いを もっ。6年 になると知識 も増え,抽 象的な思考力 も高 まって くるが,直 接経験の不足

や指示された問題による受身がちな活動などにより,事 象を具体的にとらえに くくなり,事 実

を もとに考えたり,事 実を関係付けた りする過程でつまず いて,自 分の願いが達成 されず,見

方や考え方が十分深ま らないことがある。

そこで,筋 道をたてて物事を考えるようになって くる高学年の発達の特性を踏 まえ,児 童の

願いを大切 にす ることを基本に して,い っで も直接経験か ら得 られ る事実に立ちかえるよ うな

学習活動を構成 した。 また,指 導 と評価の一体化を はか ることによって,児 童が意欲を持続で

きるよ うに した。 さらに,児 童間のコ ミュニケー ションの場 を随時取 り入れることにより,児

童が事実を明確にとらえ,科 学的な見方や考え方を深めてい くことができるように考えた。

ll研 究 の 内 容

1研 究の仮説

主体的な問題解決の過程で,児 童が自分の願いを達成で きることを基本 とする。

(1)先 行経験では説明できない意外な事象の提示等を工夫すれば,自 ら問題を見い出 していく

であろう。

(2)児 童の考えを生か した実験 観察等の直接経験を重視 した学習活動の展開を工夫すれば,

意欲的に追究を してい くであろう。

(3)お 互いの見方や考え方を伝え合 うコ ミュニケー ションの場等を工夫すれば,見 方や考え方

を深めることができ,そ れを生活に生かせるであろう。

2単 元について

本単元では,調 和水そう(密 閉された容器)を 調べ る活動か ら,人 は食べ物,水,空 気を媒

介に他の生物や環境 とかかわ り合って生きているという見方や考え方を養い,自 然界のっなが

りを総合的に見ようとす る態度を育てたい。また,児 童の身近 な環境調べを取 り入れることに

より,人 間の活動 と環境 とのかかわ りにっいての見方や考え方を深め,よ りよい環境づ くりや

環境の保全に対 し,具 体的に行動できる態度を育て ることをね らいとした。
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＼

＼

3指 導計画(活 動の流れ)〈13時 間扱い〉

・環境保全の重要性に気付 き

生命 を尊重 しなが ら、自然を

大切 にしようとす る。
・人間 と環境 とのかかわりに

ついて 、自分の考 えを言葉や

図な とで表現す ることができ

る。

・自分の身近な環境 について

調べ るこ とがで きる。
・自分たちの身近な環境に関

心をもち 、酸性雨や空気の汚

れなどについて調べようとす

る。
・人と他の動植物や水との関

係を図書資料なとを使 って調
べるこ とができる。
・人や他の動物が生きていく

ために何が必要か調べようと

する。

・水草が酸素を出 し、魚が二

酸化炭素 を出 していることを
気体検知管や石灰水、BTB

液 を使って 、調べることがで

きる。,

・調和 水そ うを見て 、中の魚

が空気の出入 りやえさもな し

に生 き続 けていることに興味

を持ちその しくみを調べよう

とす る。

学習に入るまでの

環境構成

自然への関心 ・意欲 ・

態度及び観察 ・実験の
技能 ・表現

/

/備 購
科学的な思考

f

願い

環境と人間とのかかわ りをまとめ表現するa

自分 たちが讃べたことにっいて、みんなに知ってもらいたい。

願い
他の生物(入)と 環境とのかかわりも、

魚 と同 じようになっているのだろうか。自分たち(
環境とのかかわ りについて調べてみたい。

るために必要なものを考え
を準備 し、謂和水モうを作る。また、それぞれ

水 そうにつ いて謂べたいことを調べる

願い
草 は本当に酸素を出している

のだろうか、水そうの水を顕微鏡で見

食べ物になるようなものが

の考えを確かめてみたい。自分
で も同じような水そうを作って

魚が生き続け られるようにして

み たい。

あ らためて提示された

和水そうを観察 して、メダカが

き続 けている理由を

疑r
空気も入 らず 、え

もや らずにメダカは生 き

けていけるのだ

一次

魚と水そう(環 境)

o棄
そう解 繍

こて

単元構成の工夫
・児童の従来持っている概念を砕 く密

閉型の調和水そうを提示し、願いを

大切にできるような構成に。
・自分も自然の一員であることに目を

向けられるように、児童の身近な環

境を調ぺる具体的な活動を、位置付

直接経験の重視
・調和水そうの中の酸素と二酸化炭素

の循環を実証的に確力肋 る。
・児童の身の回 りの自然環境を実際に

調べる.

讐 籍 深めさせるため瞼 と鯛
切なコミュニケーションの場を随時
取り入れる。

・酸性雨や地球の温暖化など個々の児

童力裂沁の ある問題を調べる場の設

/

/

・魚の生存 と調和水そうの

しくみ とを関係づけて考え
ることができる。
・調和水そうの中の魚が水

草や微生物 とかかわ りあっ
て生きていることがわかるQ

・人が生存 しているわけを他の

動植物や水の存在と関係づ醇ナて
考えることができる。
・地球の酸素、二酸化炭素や自

然界の水は循環 し人や他の動物
とかかわっていることがわかる。

・人や他の動物、植物は、食べ

物、水、空気などを通 して、相
互にっながりあって生きている
ことを考えることができる。
・人も自然の一員であり自然の

バランスを保ちながら生きてい

ることを考えることができる。
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4指 導の手だて と評価の工夫

(1)単 元構成の工夫

①0次 「水そ うの不思議」について

児童が問題意識を高め,願 いを もちやすい教材 として密

閉型の調和水そ うを考えた。そ して,学 習前に教室の環境

の一部 として,調 和水そうを提示 し,気 付いた ことを自由

に書き込め るカー ドを用意す る。そうす ることによ り,児

童の興味 ・関心を高め,見 方や考え方を引き出すよ うに し

た。

②1次 「魚 と水そう」について

0次 で もった 「魚を生き続けさせたい」 「なぜ生 きてい

るのか」等の児童の願いや疑問を,「 水草は酸素を出 して

いるのか」 「水の中には餌になるような ものがあ るのか」

といった問題に高めた。それを,そ れぞれの考えを生か し

なが ら,自 分で考えた追究方法による直接経験を通 して,

解決 してい く活動を構成 した。その際 常に調和水 そうと

いう事実 に立 ちかえ り,見 方や考え方を深めるように した。

③2次 「人間 と地球」について

食 べ 物{プ ラン外 ンなど)

＼ φ
碑 ＼

二酸化炭素
酸素 日'

丁 糞

斜肥料

調和水そう(密 閉型)

調和水そ うの中の魚を取り巻 く環境を追究することにより得 られた見方や考え方を,人 と環

境 とのかかわりを学習す る際に活用で きるような活動を構成 した。その中で,自 分の身近 な環

境調べ として,酸 性雨や川の水調べ等の具体的な活動を取 り入れた。 ここで見いだ した事実 と,

調和水そ うの事実を関係付けた り意味付けた りす ることにより 「人や他の動物,植 物は,互 い

にかかわ り合 っていきている」 「人 も環境の一員である」というような科学的な見方や考 え方

が養え るように した。

(2)場 の工夫

科学的な見方や考え方を深めるため,コ ミュニケーシ ョンの場を設定 し,児 童が自然事象か

らとらえた事実をお互 いに表現 し合い,そ の意味付けや関係付けを行えるように した。そ こで

児童が,実 験 ・観察 していることをお互 いに見合 ったり,TPや カー ドに表現 されたことを見

た りして,見 方や考え方を深めるよ うにする。 また,児 童一人一人の表現の しかたを認めなが

ら,そ れぞれが 自分の考えをまとめていけるようにする。
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実験 ・観察をお互 いに見合 う

(3)評 価の工夫

問題解決の過程において,肯 定的な評価をす ることを基本 に置いて,児 童の願いや考えを知

り,評 価をす ぐ個々の児童への指導に生かすよ うに,次 のような工夫を した。

ア ノー ト等に助言や励ま しの言葉を朱書 きした り,児 童が 自分なりに工夫 しているものを掲

示 した りして紹介する。

イ 友だちの活動や発表の良いところをカー ドに書 き込む相互評価を取 り入れ る。

ウ 印象に残 った児童の言動を授業直後 に記録す る。

fly研 究 の ま とめ

1研 究の成果

(11密 閉された調和水そ うを教室環境の一部 として提示 した ことにより,児 童が今までの学習

や生活での経験を もとにして考え,問 題意識を高め ることがで きた。

② 話 し合い等のコ ミュニケーシ ョンの場を設定 し,そ の中に児童の相互評価を取 り入れ るこ

とにより,見 方や考え方を広めたり,深 めた りす ることがで きた。

(3)児 童一人一一人の願いや考えを大切に し,直 接経験 を重視 した学習活動を取 り入れた結果,

児童の学習意欲を高あることができた。

2今 後の課題

(1)1次(魚 と水そ う)の 調和水そうを謂べる活動か ら,2次(人 間と地球)の 人と環境 との

かかわ りを調べ る活動へと児童の視点を広げる工夫が必要である。

(2)「 魚が生き続けてほ しい」 唱 分で も作 ってみたい」という児童の願いを大切にす るため

には,調 和水そうで魚が生 き続ける条件 についての研究をさらに続 ける必要がある。

轡騰l
i'ア:aセ ノ

耐

r壷 番…　
糎 劇1辮 森

筋 ㌧ ウ・い1「 耀 炉
・ 凶

二 二_Yf

d∵
■国 繭闘 醐闘■■

カー ドをはりなが ら,分 類す る
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〈第6学 年B分 科会研 究主題 〉

一人一人のよさを生かし意欲的に問題を追究することを通 して

科学的な見方や考え方を養う 学習活動の工夫

「水溶液の性質」の学習を通 して

1研 究主 題 につ いて

本分科会では,一 人一人の児童が自分のよさや可能性を生か し,意 欲を もって学習に取 り組

むことが大切であると考え,「 一人一人のよさを生かす」ことをテーマの基本にすえた。

実態調査か ら,第6学 年の児童 は自分の興味 ・関心を もとに学習課題を もち,学 習をす るこ

とを願い,ま た,自 分の考えを自分なりの方法で確 かめたいと願 っていることがとらえ られた。

このような児童の願 いを学習に取 り入れることにより,児 童が意欲的に問題を追究 し,科 学的

な見方や考え方を養 うことができると考えた。

そ こで,本 分科会では,第6学 年 「水溶液の性質」の学習を通 して,児 童の 「よさ」を生か

す ことを重視 した指導計画を立て,研 究 ・実践を進めた。

11研 究 の 内 容

1研 究の仮説

(1)一 人一人のよさを生か し多問題多解決の授業展開を工夫をすれば,自 ら自然事象に働 きか

け,問 題を見いだ し,意 欲的に追究 して いくだろう。

② 一人一人の児童が問題解決を行 うのに効果的な支援をすれば 水溶液 について見 られ る共

通性や質的変化 についての見方や考え方 を養 うことがで きるだろ う。

(31一 人一人の学習状況を評価 し,次 に生かすような指導の工夫をすれば,児 童は意欲的な活

動を続けることがで きるだろう。

2単 元について

本単元の目標 は,い ろいろな水溶液を使 い,水 溶液と金属の反応や水溶液 と水溶液を混ぜ合

わせた ときの変化をその要因 と関係付けなが ら調べ,見 いだ した問題を意欲的に追究す る活動

を通 して,水 溶液の質的な変化にっいての見方や考え方を養 うとい うものである。

本単元は,さ まざまな方法 により水溶液の性質を明 らかにす ることができる単元である。

学習前の児童 は食塩水やホウ酸水などの水溶液について学んでいたが,日 常 における水溶液

についてはあまり意識 していない。

そこで,学 習のきっかけ作 りと して5種 類の水溶液にブ ドウの皮の汁を入れる活動を行い,
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その呈色反応 に興味 ・関心 をもっようにす る。児童 は,そ の事象か ら様々な問題を見いだ して

いくと考える。見いだ した問題 は,話 し合いで集約 され,(「 何が溶けているだろう」,「 ど

んな性質だろう」,「 金属などを入れるとどうなるだろう」,「 水溶液を混ぜ るとどうなるだ

ろう」)と いう問題になる。これ らの問題を,で きるだけ一人一人の児童の興味 ・関心に応 じ

て学習展開ができるように構成を工夫 した。また,そ れぞれの調べ方の違いや表現方法の違い

を生かす解決方法を支援をするように した。

さらに,日 常化をはかるため,「 身の回 りの水溶液調べ」などの学習を設定 し,水 溶液の質

的変化による見方や考え方を養う。

また,こ の単元は塩酸や,水 酸化ナ トリウム等の薬品を使 うことや,蒸 発実験の必要 もある

ことか ら安全にっいて十分な配慮が必要な単元で もあるので,十 分に留意 した。

単元の展開を図に表すと下記のようになる。

第欺2醐 〈琶噸 き誹 暮〉[=コ は
、児童の驕

第嬰1轍ll欝 問題づくり=ll:灘 方や考え方
ASC 何 が溶 け

て いるだ ろう どんな性質 だろ う 金 属な どを入れ ると
どうな るだろ う

溶 けて いるもの調べ 性質調べ 金属
との反応調 べ

固体 が溶 けてい るものが 水溶 液には酸性 ・中性

事駿 奪灘 齢 子宝台は難 論 けているものが 瀦 望 性のものが
あ ること

溶け た金属 は どうなっただ ろう気体 を水 に溶 かす実験

溶 けているもの調べ

犠灘麟講雑鮒麓鶴と
あ ること 水 溶液には金属 を変化 させ るものがあ ること

第3次3時 間 水溶液 を混ぜる とど うなるだ ろう

溶 けて いるもの調べ 性質調べ 金属 との反応調べ

性質の違 う水溶 液 を混ぜ合わせ ると、別のもの ができる こと

1灘 鐘1雛 灘1雛1設 一 も… きること
第4次1時 間

ほかには どんな水溶液 があるだ ろう

日常化への個々の活動 身近な水溶液調べや指示薬作 り

一一22一



3指 導計画(活 動の流れ)〈14時 間扱 い〉

/

・身の回りの水

・他の汁でも性

質がわかる.

・混合液を蒸発

液性が変わっ
た りする.

麟 薯

凹

継撫
11
.蝕

↓関 ・意 ・態 工'

@

a

ピ

もの
禰べる

麟

液 など で'る
.

水溶液を混ぜ＼
るとどうなるだろう.

7・8・9時 金風との反応
・5つの水溶液に鉄やアルモニウム

を入れ、反応を麟べる.
・析出する.

藁
＼ムウニ臓力

脚囎

認
嵩

籔
羅
略

お
に
あ
液
よ
お

に

・瀧
雛

鑑
縢

れ
の
水
湾
巌
震
べ

翫

次

(
8
時
闇
)

/
躰

5
プ

洗
い
筋筋働

謝誌 を

欝綴卿
卸噺欄!

/
/騨鴫

活
勤
の
き

つ
か
け

第

一
次

(2
時
閥
)

猫ロ
カ

　

磁
ル
る
ア
あ

■

叢

欝
騨

■

■

■

●

考え方
園・意・剃 ア瀧 糠 興

【思考】

繊 膿 ・翔

進んで違いを調べ
ようとする.

ウ)蒸 発すると復に何も
残らないことから、気体が溶け

τいることを
推論するa

イ)水 溶液のあわ集

難謹 亨碧

金胴との反応

の
磁

モ
と
を

1関 ・意 ・態 ヴ

、欝
∠関.意.蜘

/

←技能 ・表現ア

欝

イ麟 膿 ウ難 灘 線瑠麟
にその

様子を調べる 性質を調ぺる.を 作ったりする.

イ)醗 臨 工麟 乞ζ1レ騰 辮 整
変化について 異なった性質を示すことから推諭す

る。 質的変化について推論する。

ア)リ トマス紙などの
指示薬の色の変化か

勇{鑑臓7ル
イ)水 溶液には、気体 ア)水 溶液は、

あることを理解する に
分類できるこ
とを理解する

カ1讃穫擢 ウ麟 艦
水溶液を混ぜ合

ることを理解
する.も のができるこ

とを理解する.
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4指 導の手だてと評価の工夫

(1)主 体的な問題解決活動を促す活動の流れや展開の工夫

ア 導入時に,ど の児童でも興味 ・関心が もてる色水遊びの活動を取 り入れることで,内 容

物や性質の違いに気付 くように し,自 ら問題を見いだ し,問 題追究の意欲を高めるように

工夫 した。

イ 問題解決の順番や方法を児童一人一人が考え られるように した多問題多解決型の学習過

程を取 り入れた。また,安 全にさまざまな実験 を平行 して行えるよ う,児 童の席 は実験の

種類 に応 じて毎時間調整す る。

ウ 互いの考えを認めた り,深 め合 った りす るために,話 し合い活動を取 り入れた。

(2)教 材の工夫

児童が学習に興味 ・関心を もつ ことがで きるように,Phに よる呈色域が広 く,児 童に

とって身近なブ ドウの皮の汁を指示液 として使用 した。

(3)意 欲的な取 り組みを促す評価と指導の工夫

ア 児童の 「よさ」を生かすために実験計画カー ド

の記述を分析 し,個 々に適切な支援を行な った。

イ 毎回の授業終了後に児童の行動を記録 し,印 象

記録と して積み重ね,評 価 し,指 導 に生か した。

ウ 学習計画カー ドの形式を工夫 し,実 験の方法やまとめが表現 しやすいように した。

111研 究 の ま と め

1研 究の成果

ア 授業展開を児童の興味 ・関心 に応 じて工夫 し,多 問題多解決型の学習過程を とった こと

で児童のよさが生か され,意 欲的な問題解決が行われた。

イ ー人一人の児童の実現状況に応 じた支援を行 った結果,主 体的に水溶液の質的変化につ

いての見方や考え方を養 うことがで きた。

ウ ー人一人の活動をその場で評価 し,次 への指導を行 ったことで,児 童が 自分の考えに自

信を もち意欲的に活動を持続 していった。

2今 後の課題

ア 水溶液に金属を溶かすことやその質的変化にっいて,児 童の経験や考えを生か した学習

を していくにはどのような手だてが考え られ るか。

イ 児童の 「よさ」を生か してい くための評価には他にどのような方法が考え られ るか。
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